
一

　
　

一
、
は
じ
め
に

　

後
拾
遺
集
に
始
ま
る
勅
撰
集
釈
教
部
で
用
い
ら
れ
て
い
る
題
材
は
、

法
華
経
二
十
八
品
（
天
台
宗
の
所
与
の
教
典
）
や
浄
土
教
（
浄
土
三
部

経
及
び
西
方
極
楽
浄
土
信
仰　

円
仁
が
叡
山
に
も
た
ら
し
て
普
及
し

た
）
な
ど
と
い
っ
た
、
天
台
教
学
由
来
の
も
の
が
目
立
つ
よ
う
に
思
わ

れ
る
（
1
）。
た
だ
、（
奈
良
仏
教
や
禅
宗
な
ど
は
今
は
措
く
こ
と
と
し
て
）

平
安
仏
教
に
は
一
方
の
柱
と
し
て
真
言
密
教
（
東
密
）
も
存
在
し
、
た

と
え
ば
『
日
本
古
典
文
学
大
事
典
』
の
「
真
言
宗
」
の
項
に
は

　
　

�

真
言
宗
は
中
古
・
中
世
に
お
い
て
仏
教
思
想
の
主
潮
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
多
く
の
文
学
作
品
に
密
教
の
教
義
・
修
法
・
行
事
等
が

投
影
し
て
い
る�

（
六
五
三
頁　

山
田
昭
全
氏
の
執
筆
）

と
記
さ
れ
て
も
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
で
は
、
真
言
密
教
の
立
場
か

ら
の
釈
教
歌
は
ど
の
程
度
存
在
す
る
の
か
、
ま
た
、
そ
の
歌
の
内
容
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。
そ
こ
で
本
稿

で
は
、
如
上
の
問
題
意
識
に
基
づ
い
て
、
勅
撰
集
釈
教
部
に
お
け
る
真

言
密
教
系
の
釈
教
歌
の
実
際
を
概
観
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
。
具
体
的
に

は
、
ま
ず
真
言
密
教
の
概
要
を
押
さ
え
た
上
で
、
後
拾
遺
集
か
ら
新
続

古
今
集
ま
で
の
勅
撰
集
及
び
新
葉
集
の
釈
教
部
に
収
め
ら
れ
て
い
る
東

密
関
連
詠
の
歌
数
及
び
そ
の
内
訳
を
示
し
、
さ
ら
に
は
特
徴
的
な
用
例

の
紹
介
を
行
う
。
次
い
で
東
密
系
の
歌
の
比
率
が
際
立
っ
て
高
い
続
千

載
集
釈
教
部
及
び
、
そ
の
集
の
下
命
者
た
る
後
宇
多
院
に
つ
い
て
検
討

と
考
察
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
テ
ク
ス
ト
は
、
原
則

と
し
て
新
編
国
歌
大
観
所
収
の
も
の
を
使
用
す
る
。

　
　

二
、
日
本
の
真
言
密
教
の
概
要

※�

『
岩
波
仏
教
辞
典
』
及
び
『
密
教
辞
典
』『
密
教
大
辞
典
』
に
拠
っ

て
私
に
ま
と
め
た
。

⑴
開
祖
…
弘
法
大
師
空
海
（
弘
仁
年
間
に
開
宗
）

⑵
所
依
の
経
典

　
真
言
密
教
と
釈
教
歌
　
概
説

　
　
　
―
勅
撰
集
釈
教
部
の
用
例
の
検
討
か
ら
―

†
但
馬
貴
則

   �† �

大
阪
産
業
大
学 

教
養
部 

非
常
勤
講
師

　

 �

草
稿
提
出
日　

10
月
６
日

　

 

最
終
原
稿
提
出
日　

10
月
６
日



二

・�

根
本
経
典
（
金
胎
両
部　

教
理
と
修
法
と
に
関
す
る
も
の
で
、
読
誦

は
し
な
い
）

　

�『
大
日
経
』（
胎
蔵
曼
陀
羅
に
対
応
）
及
び
『
金
剛
頂
経
』（
金
剛
界

曼
陀
羅
に
対
応
）

・�

常
用
経
典

　

�『
理
趣
経
』（
読
誦
の
功
徳
を
有
す
る
、
な
お
観
音
経
や
般
若
心
経
も

用
い
ら
れ
る
）

⑶�

空
海
の
重
要
な
著
作
（「
三
部
書
」
以
外
は
、
も
っ
ぱ
ら
本
稿
で
採

り
上
げ
る
も
の
を
挙
げ
た
）

・�

三
部
書
…
『
即
身
成
仏
義
』『
声
字
実
相
義
』『
吽
字
義
』

・�

顕
教
に
対
す
る
密
教
の
優
位
を
説
く
も
の

　
『
辨
顕
密
二
教
論
』『
秘
密
曼
陀
羅
十
住
心
論
』『
秘
蔵
宝
鑰
』

・�

そ
の
他
…
『
般
若
心
経
秘
鍵
』（
心
経
を
大
般
若
経
の
要
約
と
見
ず
、

密
教
的
に
解
し
た
も
の
）

　

＊�

こ
れ
ら
に
し
ば
し
ば
引
用
せ
ら
れ
て
い
る
資
料
と
し
て
龍
猛
の
著

し
た
『
菩
提
心
論
』
が
あ
り
、「
密
蔵
肝
心
の
論
」（
密
教
大
辞
典

　

二
〇
五
二
頁
）
と
し
て
重
ん
ぜ
ら
れ
る
。

⑷
教
旨

・�『
密
教
大
辞
典
』「
真
言
宗
」
の
項
（
一
二
六
八
頁　

以
下
、
傍
線
は

す
べ
て
但
馬
に
よ
る
）

　
　

�

六
大
（
地
、
水
、
火
、
風
、
空
、
識　

諸
法
の
体
性
本
源
）・
四

曼
（
大
、三
昧
耶
、法
、羯
磨　

諸
法
の
差
別
相
）・
三
密
（
身
、口
、

意　

諸
法
の
作
用
）
の
体
相
用
三
大
円
融
を
説
き
、
両
部
曼
荼
羅

を
建
立
し
、即
身
成
仏
を
本
宗
の
教
旨
と
す
。
そ
の
仏
身
仏
土
説
・

成
仏
説
・
行
者
修
行
の
位
階
等
に
つ
き
て
も
顕
教
の
所
談
と
異
な

る
所
多
し
。
又
修
行
に
つ
き
て
は
事
教
二
相
に
分
ち
、
教
相
を
学

び
て
教
理
を
研
鑽
し
、
事
相
を
学
び
て
正
し
く
三
密
妙
行
を
修
す

る
法
規
を
修
得
し
、
両
々
相
待
ち
て
即
身
成
仏
を
期
す
る
を
修
行

の
要
領
と
す

　

＊�

金
胎
両
部
の
う
ち
、「
教
相
」
に
該
当
す
る
の
は
『
大
日
経
』
の
「
住

心
品
」
の
み
で
あ
る
。
ま
た
「
事
相
」
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
、

四
度
加
行
を
経
て
伝
法
灌
頂
を
受
け
た
者
の
み
が「
面
受
」に
よ
っ

て
受
法
で
き
る
。

⑸
法
流
（
事
相
の
伝
授
に
関
わ
る
流
派
）

・�

野
沢
十
二
流
（
小
野
派
六
流
及
び
広
沢
六
流
）
か
ら
分
派
を
続
け
る
。

　
　
　

↓
『
密
教
大
辞
典
』
の
分
類

　

�

小
野
派
六
流
…
三
宝
院
流
、
理
り
し
よ
う
い
ん

性
院
流
、
金
剛
王
院
流
、
安
あ
ん
じ
よ
う
じ

祥
寺
流
、

随
心
院
流
、
勧か
じ
ゆ
う
じ
修
寺
流

　

�

広
沢
六
流
…
仁
和
御
流
、
西
に
し
の
い
ん院
流
、
保ほ
じ
ゆ
い
ん

寿
院
流
、
華け
ぞ
う
い
ん

蔵
院
流
、

忍に
ん
に
く
せ
ん

辱
山
流
、
伝
法
院
流

⑹
宗
派
（
今
日
の
「
真
言
宗
十
八
本
山
」
に
基
づ
く
）

・�
空
海
以
来
の
「
古
義
派
」、
覚
鑁
の
流
れ
を
汲
む
「
新
義
派
」、
真
言

律
宗
の
三
派
が
中
心
と
な
る
。



三

　
　

三
、
東
密
関
連
詠
の
用
例
数
及
び
そ
の
内
訳

　

三
―
一
、
本
稿
に
お
け
る
用
例
の
分
類
基
準

　

�
釈
教
歌
の
分
類
方
法
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
『
和
歌
大
辞
典
』「
釈

教
歌
」
の
項
に
は

　
　

�

…
内
容
は
多
様
で
、
釈
迦
・
諸
仏
・
諸
菩
薩
、
経
典
、
経
義
を
詠

ん
だ
教
理
歌
・
経
旨
歌
、
行
事
や
信
仰
体
験
を
詠
む
法
縁
歌
の
ほ

か
、
僧
尼
・
寺
院
を
詠
む
も
の
、
仏
教
的
な
自
然
観
照
歌
、
広
く

仏
教
的
心
情
に
関
わ
る
歌
、
仏
教
的
寓
意
を
内
容
と
す
る
も
の
な

ど
を
含
ん
で
い
る�
（
四
六
〇
頁　

松
野
陽
一
氏
の
執
筆
）

と
あ
り
、
ま
た
山
田
昭
全
氏
は

　
　

①
法
文
歌

　
　

②
仏
事
講
会
に
取
材
し
た
歌

　
　

③
そ
の
他
仏
教
的
述
懐
・
詠
歎
の
歌

の
ご
と
く
分
け
て
い
る
（
2
）
が
、
本
稿
で
は
か
か
る
分
類
に
は
拠
ら
ず
、

　

ａ
、�

教
義
関
連
詠
（
教
相
、
す
な
わ
ち
経
典
や
教
理
の
他
、
真
言
密

教
自
体
を
詠
ん
だ
も
の
な
ど
）

　

ｂ
、�

修
法
関
連
詠
（
事
相
、
す
な
わ
ち
具
体
的
な
修
法
や
月
輪
観
な

ど
の
観
法
、
ま
た
伝
授
な
ど
）

　

ｃ
、
高
野
山
・
大
師
信
仰
関
連
詠
（
弘
法
大
師
詠
も
含
む
）

　

ｄ
、
そ
の
他
（
お
も
に
東
密
関
係
者
の
詠
ん
だ
歌
）

と
い
う
基
準
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。
そ
れ
は
右
の
「
概
要
」
か
ら
も

知
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
第
一
に
東
密
の
修
行
が
教
相
と
事
相
と
を

二
つ
な
が
ら
重
視
す
る
も
の
で
、
必
ず
し
も
経
典
偏
重
に
な
っ
て
は
い

な
い
と
い
う
こ
と
、
第
二
に
東
密
の
根
本
経
典
た
る
『
大
日
経
』『
金

剛
頂
経
』
に
は
、
法
華
経
や
般
若
心
経
の
ご
と
き
読
誦
の
功
徳
が
な
い

と
い
う
こ
と
、
第
三
に
弘
法
大
師
と
、
大
師
の
入
定
し
て
い
る
高
野
山

自
体
が
古
く
か
ら
信
仰
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
た
め
で

あ
る
。
ま
た
、
本
稿
で
は
密
教
と
和
歌
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
考
察

を
目
指
す
こ
と
か
ら
、
も
っ
ぱ
ら
ａ
、
ｂ
、
ｃ
の
用
例
に
つ
い
て
扱
お

う
と
す
る
。

　

三
―
二
、
用
例
数
と
内
訳

　

右
に
挙
げ
た
ご
と
き
基
準
で
、
後
拾
遺
集
か
ら
新
続
古
今
集
ま
で
の

勅
撰
集
及
び
新
葉
集
釈
教
部
に
お
け
る
東
密
関
連
詠
の
歌
数
（
3
）
及
び
、

そ
れ
ら
の
釈
教
部
全
体
に
お
け
る
比
率
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に

な
る
（
歌
数
の
下
に
、
ａ
、
ｂ
、
ｃ
に
該
当
す
る
歌
の
合
計
を
〔　

〕

で
示
し
た
）。

　
　

後
拾
遺
…
１
〔
１
〕（
全
19
首　

５
・
３
％
）　

　
　

金
葉
…
２
〔
１
〕（
22　

９
・
１
％
）

　
　

詞
花
…
１
〔
１
〕（
７　

14
・
３
％
）

　
　

千
載
…
６
〔
３
〕（
54　

11
・
１
％
）

　
　

新
古
今
…
３
〔
２
〕（
63　

４
・
８
％
）

　
　

新
勅
撰
…
５
〔
４
〕（
54　

９
・
３
％
）

　
　

続
後
撰
…
２
〔
１
〕（
52　

３
・
８
％
）

　
　

続
古
今
…
５
〔
５
〕（
71　

７
・
０
％
）

　
　

続
拾
遺
…
６
〔
５
〕（
66　

９
・
１
％
）

　
　

新
後
撰
…
９
〔
８
〕（
106　

８
・
５
％
）



四

　
　

玉
葉
…
２
〔
０
〕（
110　

１
・
８
％
）

　
　

続
千
載
…
30
〔
18
〕（
106　

28
・
３
％
）

　
　

続
後
拾
遺
…
６
〔
３
〕（
42　

14
・
３
％
）

　
　

風
雅
…
５
〔
４
〕（
63　

７
・
９
％
）

　
　

新
千
載
…
18
〔
９
〕（
118　

15
・
３
％
）

　
　

新
拾
遺
…
７
〔
６
〕（
78　

９
・
０
％
）

　
　

新
後
拾
遺
…
１
〔
０
〕（
35　

２
・
９
％
）

　
　

新
続
古
今
…
10
〔
４
〕（
66　

15
・
２
％
）

　
　

新
葉
…
４
〔
２
〕（
29　

13
・
８
％
）

ま
た
ａ
、
ｂ
、
ｃ
に
該
当
す
る
用
例
の
内
訳
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る

（
順
不
同
）。

　

ａ
、�

大
日
経
住
心
品
…
３　

大
日
経
疏
…
３　

菩
提
心
論
…
１

　
　
　

即
身
成
仏
義
…
２　

�

十
住
心
論
・
秘
蔵
宝
鑰
…
２

　
　
　

大
乗
密
厳
経
…
１　

般
若
心
経
秘
鍵
…
１

　
　
　

真
言
宗
一
般
…
３

　

ｂ
、�

月
輪
観
・
阿
字
観
・
三
摩
地
（
菩
提
心
論
）
…
17

　
　
　

五
智
…
９　

観
心
…
１　

五
大
願
…
２　

即
身
成
仏
…
１

　
　
　

加
持
祈
祷
（
御
撫
物
、
光
明
真
言
な
ど
）
…
５

　
　
　

事
相
伝
授
…
11　

法
会
（
理
趣
三
昧
）
…
１

　

ｃ
、�

龍
華
三
会
…
８　

高
野
山
・
大
師
信
仰
…
４　

弘
法
大
師
詠
…
２

右
の
結
果
か
ら
、
教
義
と
修
法
と
で
は
、
後
者
の
方
が
多
く
採
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
が
、
こ
れ
に
は
第
二
章
で
言
及
し

た
ご
と
き
、
教
相
面
で
の
題
材
の
少
な
さ
が
関
わ
っ
て
い
る
と
も
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

三
―
三
、
内
容
の
検
討

⑴
教
義
関
連
詠

　

こ
の
分
野
の
用
例
は
、
対
象
の
教
旨
を
そ
の
ま
ま
詠
ん
だ
歌
が
中
心

と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
の
う
ち
、「
菩
提
心
」
と
「
即

身
成
仏
」
と
に
関
わ
る
も
の
を
扱
う
こ
と
と
す
る
。

　

ま
ず
、
密
教
の
根
源
的
な
教
え
の
一
つ
で
あ
る
「
菩
提
心
」
を
詠
ん

だ
例
（
4
）
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
そ
の
代
表
的
な
例
と
し
て
は
、
続
千

載
集
の
禅
助
詠
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

�

前
大
僧
正
禅
助

  　

�

さ
と
る
べ
き
道
も
心
の
う
ち
な
れ
ば
よ
そ
に
な
し
て
は
い
か
が
ま

よ
は
ん
（
一
〇
一
〇
）

こ
の
歌
の
直
接
の
典
拠
は
『
般
若
心
経
秘
鍵
』
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ

は
、
上
の
句
が
以
下
に
挙
げ
る
引
用
文
の
傍
線
箇
所
に
対
応
し
て
い
る

こ
と
に
因
る
。

　
　

�

夫
れ
仏
法
遙
に
あ
ら
ず
、
心
中
に
し
て
即
ち
近
し
、
真
如
外
に
あ

ら
ず
、
身
を
棄
て
て
何
ん
か
求
め
ん
。
迷
悟
我
に
在
れ
ば
、
発
心

す
れ
ば
即
ち
到
る
、
明
暗
他
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
信
修
す
れ
ば
忽
に

証
す　
　
（『
昭
和
新
纂　

国
訳
大
蔵
経
』
宗
典
部
第
二
巻
「
真
言

宗
聖
典
」
六
六
頁
）

そ
し
て
こ
の
「
悟
り
の
道
は
心
中
に
あ
る
」
と
い
う
発
想
は
、『
大
日
経
』

「
住
心
品
」
の
「
三
句
の
法
門
」
に
見
え
る
「
菩
提
心
」
に
も
つ
な
が

る
の
で
あ
る
（
5
）。



五

　
　

�

仏
の
言
わ
く
、
菩
提
心
を
因
と
し
、
大
悲
を
根
と
し
、
方
便
を
究

境
と
す
、
と

　
　

�
秘
密
主
よ
、
云
何
が
菩
提
と
な
ら
ば
、
い
わ
く
、
実
の
如
く
自
心

を
知
る
な
り

　
　
　
　
　

↓
訳
文

　
　

�

さ
と
り
を
求
め
る
心
〔
菩
提
心
〕
を
原
因
と
し
、
大
い
な
る
あ
わ

れ
み
〔
大
悲
〕
を
根
と
し
、
手
だ
て
〔
方
便
〕
を
究
極
的
な
も
の

と
す
る
の
で
あ
る
。

　
　

�

秘
密
主
よ
。
さ
と
り
を
求
め
る
心
〔
菩
提
心
〕
と
は
何
か
、
と
い

う
な
ら
ば
、
あ
り
の
ま
ま
に
（
こ
と
ご
と
く
）
自
ら
の
心
を
知
る

こ
と
〔
如
実
知
自
心
〕
で
あ
る�

�

（
講
談
社
学
術
文
庫
『
密
教
経
典
』
三
〇
～
三
一
頁
）

こ
の
記
述
及
び
、『
密
教
辞
典
』「
菩
提
心
」
の
項
の
「
菩
提
心
は
悟
り

そ
の
も
の
を
意
味
す
る
」（
六
三
五
頁
）
か
ら
歌
意
を
ま
と
め
る
と

○�

悟
り
を
求
め
よ
う
と
す
る
道
も
我
が
心
の
内
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ

れ
を
別
の
所
―
心
の
外
―
に
探
そ
う
と
し
て
い
て
は
、ど
う
し
て
〔
悟

り
を
求
め
よ
う
と
し
て
〕
迷
う
よ
う
な
こ
と
も
あ
ろ
う
か

の
ご
と
き
も
の
と
な
る
。

　

次
い
で
「
即
身
成
仏
」
を
詠
ん
だ
例
で
あ
る
が
、『
即
身
成
仏
義
』

の
教
え
そ
れ
自
体
を
詠
ん
だ
と
思
し
き
例
は
、
以
下
に
挙
げ
る
詞
花
集

巻
十
の
一
首
の
み
と
な
る
。

　
　
　
　

即
身
成
仏
と
い
ふ
こ
と
を
よ
め
る�

読
人
不
知

　
　

�

露
の
み
の
き
え
て
ほ
と
け
に
な
る
こ
と
は
つ
と
め
て
の
ち
ぞ
し
る

べ
か
り
け
る
（
四
一
二
）

も
っ
と
も
こ
の
歌
に
は
、
東
密
の
教
義
を
十
分
に
理
会
し
た
上
で
詠
ま

れ
た
と
は
、
必
ず
し
も
言
い
難
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
上
句
の

「
露
の
み
の
き
え
て
」
が
、『
即
身
成
仏
義
』
の

　
　

�

若
し
人
あ
つ
て
法
則
を
欠
か
ず
し
て
昼
夜
に
精
進
す
れ
ば
現
身
に

五
神
通
を
獲
得
す
。
漸
次
に
修
練
す
れ
ば
、
此
身
を
捨
て
ず
し
て

進
ん
で
仏
位
に
入
る�

（「
真
言
宗
聖
典
」
九
頁
）

な
ど
と
い
っ
た
記
述
、
就
中
「
此
身
を
捨
て
ず
し
て
」
と
矛
盾
し
て
い

る
た
め
で
あ
る
。
今
こ
の
歌
を
、た
と
え
ば
新
大
系
本
の
脚
註（
三
四
九

頁
）
な
ど
に
拠
っ
て
私
に
解
す
る
と

○�

露
の
よ
う
に
は
か
な
い
、
罪
障
あ
る
自
分
が
、
こ
の
身
こ
の
ま
ま
で
、

そ
の
罪
障
を
取
り
去
っ
て
仏
に
な
れ
る
と
い
う
の
は
、
修
行
し
て
初

め
て
分
か
る
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
な
あ

な
ど
と
で
き
な
く
も
な
い
が
や
や
無
理
が
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
か
え
っ

て
、
当
時
の
一
般
的
な
東
密
享
受
の
実
際
を
示
す
結
果
と
も
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

⑵
修
法
関
連
詠

　

こ
の
分
野
の
用
例
の
題
材
は
、
早
く
は
月
輪
観
な
ど
の
観
法
と
、
そ

の
観
法
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
五
智（
金
剛
界
五
仏
の
智
）が
中
心
と
な
っ

て
お
り
、
新
後
撰
集
以
降
は
そ
れ
に
加
え
て
事
相
伝
授
を
扱
っ
た
も
の

が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
で
は
も
っ
ぱ
ら
「
観
法
」

と
「
伝
授
」
と
に
関
す
る
例
を
採
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。

　

は
じ
め
に
、
観
法
を
詠
ん
だ
例
で
あ
る
が
、
密
教
の
観
法
に
は
阿
字



六

観
や
字
輪
観
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
存
在
し
て
い
る
も
の
の
、
勅

撰
集
釈
教
部
所
収
の
用
例
の
ほ
と
ん
ど
は
月
輪
観
に
関
す
る
歌
と
な
っ

て
い
る
（
6
）
の
で
、
本
稿
で
は
月
輪
観
を
詠
ん
だ
歌
に
つ
い
て
検
討
を

行
う
。

　

さ
て
、「
月
輪
観
」
と
は
『
密
教
大
辞
典
』
が

　
　

自
心
は
満
月
輪
の
如
し
、
円
明
無
垢
に
し
て
其
光
明
法
界
に
周
遍

す
と
観
ず
る
法
な
り
（
三
七
一
頁
）

と
記
す
ご
と
き
観
法
で
あ
り
、
そ
れ
は
た
と
え
ば
『
金
剛
頂
経
』
の

　
　

我
自
心
を
見
る
に
形
月
輪
の
如
し

�

（
新
国
訳
大
蔵
経　

密
教
部
4
『
金
剛
頂
経
・
理
趣
経
他
』
三
一
頁
）

や
『
菩
提
心
論
』
の

　
　

�

我
自
心
を
見
る
に
、
形
月
輪
の
如
し
。
何
が
故
に
か
月
輪
を
以
て

喩
へ
と
為
る
と
な
ら
ば
為
く
、
満
月
円
明
の
体
は
則
ち
菩
提
心
と

相
類
せ
り�

（「
真
言
宗
聖
典
」
七
八
～
七
九
頁
）

な
ど
と
い
っ
た
記
述
か
ら
、

・�

自
心
を
満
月
の
よ
う
で
あ
る
と
観
ず
る
こ
と
で
悟
り
（
＝
菩
提
心
）

を
得
る

と
い
う
ご
と
き
も
の
で
あ
る
と
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
観
想
の
具
体

的
な
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
は
、興
教
大
師
覚
鑁
の
『
一
期
大
要
秘
密
集
』

に
「
観
心
の
要
」
と
し
て

　
　

�

心
月
円
満
の
観　

心
月
潔
白
の
観　

心
月
清
浄
の
観　

心
月
清
涼

の
観　

心
月
明
照
の
観

　
　

�

心
月
独
尊
の
観　

心
月
中
道
の
観　

心
月
速
疾
の
観　

心
月
巡
転

の
観　

心
月
普
現
の
観

　

�

（
同　

三
三
九
～
三
四
一
頁
）

と
あ
り
、
就
中
「
潔
白
」「
清
浄
」
の
く
だ
り
に

　
　
　

心
月
潔
白
の
観

　
　

�　

月
の
円
満
な
る
が
如
く
自
心
も
白
法
な
り
。
永
く
黒
法
を
離
れ

て
、
常
に
白
善
を
興
す
。
月
の
白
色
を
見
て
、
心
の
白
質
を
観
ぜ

よ
。
自
性
浄
白
に
し
て
性
徳
の
本
源
な
り

　
　
　

心
月
清
浄
の
観

　
　

�　

月
の
清
浄
な
る
が
如
く
自
心
も
無
垢
な
り
。
自
性
清
浄
に
し
て

無
貪
無
染
な
り
。
月
の
浄
徹
を
見
て
、
心
の
浄
性
を
観
ぜ
よ
。
本

よ
り
貪
染
な
し
。
元
こ
れ
浄
仏
な
り�

（
同　

三
三
九
頁
）

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

・��

自
心
は
本
来
清
浄
に
し
て
潔
白
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
観
ず
る

と
い
う
も
の
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

右
に
挙
げ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
詞
書
に
「
心
月
輪
」
と
あ
る
例
に
つ
い

て
見
て
ゆ
く
と
、
以
下
に
挙
げ
る
ご
と
き
新
後
撰
集
の
贈
答
、
す
な
わ

ち
　
　
　
　

心
月
輪
の
心
を�

小
侍
従

　
　

�

い
さ
ぎ
よ
く
月
は
心
に
す
む
も
の
と
し
る
こ
そ
や
み
の
は
る
る
な

り
け
れ
（
六
五
三
）

�

前
大
僧
正
行
尊

　
　

�

く
ら
き
夜
の
ま
よ
ひ
の
雲
の
は
れ
ぬ
れ
ば
し
づ
か
に
す
め
る
月
を

み
る
か
な
（
六
五
四
）



七

な
ど
は

○�
心
に
「
住
む
」
月
が
、「
澄
ん
で
い
る
」
と
知
る
こ
と
で
、
闇
が
晴

れ
る
（
＝
悟
り
を
得
る
）
の
で
あ
る
な
あ

○�

心
の
闇
が
晴
れ
た
こ
と
で
、
心
中
に
清
浄
潔
白
な
る
月
を
見
る
こ
と

で
あ
る
な
あ

の
ご
と
く
解
し
得
る
の
で
あ
る（
7
）。
と
こ
ろ
で
、右
に
挙
げ
た
術
語「
観

心
」
に
つ
い
て
『
密
教
大
辞
典
』
で
は

　
　

�

自
心
の
本
源
を
観
察
し
心
性
を
明
む
る
を
云
ふ
。
密
教
に
は
凡
聖

不
二
の
観
を
凝
し
て
自
己
の
三
摩
地
菩
提
心
を
観
じ
、
実
の
如
く

自
心
の
本
性
を
知
る
を
以
て
観
心
の
極
意
と
す
、
観
心
明
了
な
ら

ざ
れ
ば
即
身
成
仏
す
る
を
得
ず�

（
四
〇
四
頁
）

と
記
し
て
あ
り
、
そ
こ
か
ら
、
月
輪
観
に
よ
る
悟
り
（
＝
観
心
明
了
）

は
「
即
身
成
仏
」
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
が
、

さ
き
に
挙
げ
た
用
例
の
内
訳
の
う
ち
、
ｂ
に
お
け
る
「
即
身
成
仏
」
を

詠
ん
だ
歌
に
も
、月
輪
観
と
の
つ
な
が
り
を
認
め
得
る
例
が
存
在
す
る
。

そ
れ
は
、以
下
に
挙
げ
る
千
載
集
巻
十
九
の
前
参
議
教
長
の
歌
で
あ
る
。

　
　
　
　

即
身
成
仏
の
心
を

　
　

�

て
る
月
の
心
の
水
に
す
み
ぬ
れ
ば
や
が
て
こ
の
身
に
ひ
か
り
を
ぞ

さ
す
（
一
二
一
八
）

こ
の
歌
は
、
二
句
に
「
心
の
水
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、『
即
身
成
仏
義
』

に
拠
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
同
書
の
「
三
密
加
持
即
疾

顕
」
の
く
だ
り
に

　
　

�

加
持
と
は
如
来
の
大
悲
と
衆
生
の
信
心
と
を
表
は
す
。
仏
日
の
影

衆
生
の
心
水
に
現
ず
る
を
加
と
い
ひ
、
行
者
の
心
水
能
く
仏
日
を

感
ず
る
を
持
と
名
く
。
行
者
若
し
能
く
此
理
趣
を
観
念
す
れ
ば
、

三
密
相
応
す
る
が
故
に
現
身
に
速
疾
に
本
有
の
三
身
を
現
顕
証
得

す
。
故
に
速
疾
顕
と
名
く　
（
九
頁
）

の
ご
と
く
「
心
水
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、初
句
の
「
て
る
月
」
が
「
仏
日
」

の
比
喩
と
な
っ
て
い
る
と
み
な
し
得
る
た
め
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
歌

は
、
即
身
成
仏
を
月
輪
観
で
体
現
し
た
旨
を
詠
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
点
を
踏
ま
え
て
歌
意
を
ま
と
め
る
と

○�

心
の
中
の
水
が
、
月
が
照
っ
て
そ
こ
に
住
む
よ
う
に
見
え
る
ほ
ど
澄

ん
で
く
る
と
、ま
も
な
く
こ
の
身
に
仏
の
慈
悲
（
＝
「
如
来
の
大
悲
」）

が
、
光
の
射
す
ご
と
く
現
れ
る
の
だ

の
ご
と
き
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
事
相
伝
授
を
詠
ん
だ
例
で
あ
る
が
、
第
二
章
で
も
述
べ
た
よ

う
に
、
密
教
に
は
教
理
を
学
ぶ
「
教
相
」
と
、
修
法
の
実
践
に
つ
い
て

学
ぶ
「
事
相
」
と
が
存
在
し
、就
中
後
者
は
、た
と
え
ば
『
密
教
大
辞
典
』

「
事
相
」
の
項
に

　
　

�

事
相
は
授
受
の
法
規
厳
重
に
し
て
未
灌
頂
の
者
に
之
を
授
け
ず
、

親
し
く
阿
闍
梨
に
就
い
て
許
可
灌
頂
を
受
け
た
る
後
こ
れ
を
学
ぶ

を
定
規
と
す�

（
九
五
七
頁
）

と
あ
る
ご
と
く
、
行
者
が
師
か
ら
、
面
授
に
よ
っ
て
の
み
伝
え
ら
れ
る

も
の
と
な
る
。
そ
し
て
面
授
に
よ
る
た
め
に
法
流
の
分
化
も
進
み
、
東

密
で
い
え
ば
「
野
澤
十
二
流
」
か
ら
七
十
余
り
の
流
派
（
密
教
大
辞

典　

二
一
八
三
頁
）
に
分
か
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で



八

は
そ
の
よ
う
な
、
法
流
及
び
伝
授
行
為
を
詠
ん
だ
歌
に
つ
い
て
見
て
ゆ

く
こ
と
と
す
る
。

　

か
か
る
伝
授
を
扱
っ
た
最
初
の
例
は
、台
密
に
関
わ
る
歌
で
あ
っ
て
、

そ
れ
は
以
下
に
挙
げ
る
続
拾
遺
集
の
二
首
と
な
る
。

　
　
　
　

一
流
の
書
を
か
き
お
き
侍
る
と
て�

前
権
僧
正
成
源

　
　

�

谷
川
の
わ
が
ひ
と
な
が
れ
か
き
と
め
て
た
え
ざ
り
け
り
と
人
に
し

ら
せ
ん
（
一
四
〇
三
）

　
　
　
　

後
に
こ
れ
を
み
て
よ
み
侍
り
け
る�

法
印
公
澄

　
　

�

か
き
と
む
る
我
が
ひ
と
な
が
れ
末
う
け
て
た
え
ず
つ
た
へ
ん
谷
川

の
水
（
一
四
〇
四
）

こ
れ
は
山
門
の
流
派
た
る
「
谷
流
」
及
び
「
川
流
」
を
詠
ん
だ
も
の
と

考
え
ら
れ
る
（
8
）
が
、
か
よ
う
な
台
密
の
用
例
は
東
密
の
十
一
首
よ
り

は
少
な
く
、
右
の
二
首
以
外
で
は
新
後
撰
集
の
一
首
（
六
四
五
）、
新

千
載
集
の
二
首
（
九
一
三
、九
一
六
）
の
み
―
い
ず
れ
も
右
の
二
首
と

同
趣
向
―
で
あ
る
。
一
方
で
東
密
の
最
初
の
例
は
新
後
撰
集
の

   　
　

一
流
の
こ
と
を
お
も
ひ
て
よ
み
侍
り
け
る�

権
少
僧
都
道
順

  　

�

夏
草
の
事
し
げ
き
世
に
ま
よ
ひ
て
も
猶
末
た
の
む
を
の
の
ふ
る
道

（
六
四
六
）

と
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
結
句
か
ら
、
小
野
流
の
護
持
を
願
う

歌
で
あ
る
と
知
ら
れ
る
。

　

こ
の
東
密
の
事
相
伝
授
詠
は
、
流
派
そ
れ
自
体
を
詠
ん
だ
も
の
と
、

伝
法
を
詠
ん
だ
も
の
と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、今
そ
の
中
か
ら
、

右
に
挙
げ
た
道
順
詠
以
外
で
法
流
が
明
確
に
分
か
る
例
を
、
小
野
流
、

広
沢
流
の
順
に
示
す
と
以
下
の
ご
と
き
も
の
と
な
る
。

【
小
野
流
】

　

新
拾
遺　

一
五
〇
五
（
流
派
）

　
　
　
　

�

法
流
の
こ
と
勅
問
に
つ
き
て
奏
し
侍
り
し
時
、
思
ひ
つ
づ
け

侍
り
け
る�

前
僧
正
栄
海

　
　

�

こ
と
の
は
を
ち
ら
さ
ず
も
が
な
雲
ゐ
ま
で
吹
き
つ
た
へ
た
る
小
野

の
山
風

　
　

＊�

栄
海
は
勧
修
寺
慈
尊
院
第
六
代
（『
密
教
大
辞
典
』
二
二
一
三

頁
）。

　

同　

一
五
二
二
（
伝
法
）

   　
　

前
大
僧
正
成
恵
に
法
流
の
こ
と
申
し
お
く
と
て
よ
み
侍
り
け
る

�

権
僧
正
寛
伊

  　

�

憑
む
ぞ
よ
御
法
の
駒
を
す
す
め
て
も
跡
に
ま
よ
ふ
な
を
の
の
ふ
る
道

　
　

＊�

『
密
教
辞
典
』「
密
教
系
譜
」
の
安
祥
寺
流
の
項
（
一
三
〇

頁　

Ｂ
一
八
三
、一
八
四
）
に
寛
伊
か
ら
「
成
慧
」
へ
の
伝
法

記
録
が
見
え
る
。

【
広
沢
流
】

　

続
千
載　

九
九
二
（
伝
法
）

　
　
　
　

題
し
ら
ず�

前
大
僧
正
禅
助

　
　

�
お
も
は
ず
よ
か
し
こ
き
代
代
の
法
の
道
お
ろ
か
な
る
身
に
つ
た
ふ

べ
し
と
は

　
　

＊
後
宇
多
院
へ
の
広
沢
流
の
伝
授
を
指
す
。

　

同　

九
九
三
（
流
派
）



九

　
　
　
　

百
首
歌
め
さ
れ
し
次
に�

法
皇
（
後
宇
多
院
）
御
製

　
　

�
た
づ
ね
入
る
う
だ
の
の
風
を
う
け
て
こ
そ
法
を
つ
た
へ
し
宿
は
し

め
け
れ

　
　

＊�
宇
多
法
皇
が
益
信
か
ら
法
流
を
伝
受
し
て
広
沢
流
が
起
こ
っ
た

旨
を
踏
ま
え
る
。

　

続
後
拾
遺　

一
三
一
一
、一
三
一
二
（
伝
法
）

　
　
　
　

千
首
歌
よ
ま
せ
給
う
け
る
に�

後
宇
多
院
御
製

　
　

�

心
に
て
や
が
て
心
を
つ
た
ふ
る
ぞ
三
世
に
か
は
ら
ぬ
ま
こ
と
な
り

け
る

　
　
　
　

題
不
知�

僧
正
道
意

　
　

�

法
の
道
か
か
れ
と
て
こ
そ
伝
へ
し
か
い
の
る
か
ひ
あ
る
御
代
の
行

末

　
　

＊�

『
密
教
大
辞
典
』
一
六
四
八
頁
の
記
述
か
ら
、
道
意
が
東
寺
長

者
で
大
覚
寺
御
流
の
系
譜
に
属
し
て
い
た
と
知
ら
れ
、
そ
こ
に

は
さ
ら
に
「
後
宇
多
法
皇
を
拝
し
て
伝
法
職
位
を
承
く
」
と
も

記
さ
れ
て
い
る
。

　

風
雅　

二
〇
七
二
（
伝
法
）

　
　
　
　

�

百
首
歌
た
て
ま
つ
り
し
に
、
雑
歌�

入
道
二
品
親
王
法
守

　
　

�

わ
が
う
く
る
御
法
は
つ
ね
の
こ
と
の
は
の
お
よ
ば
ぬ
う
へ
に
と
け

る
な
る
べ
し

　
　

＊�

法
守
は
仁
和
寺
十
五
世
で
、『
密
教
大
辞
典
』
に
拠
る
と
禅

助
か
ら
伝
法
灌
頂
を
、
禅
助
の
弟
子
で
あ
っ
た
寛
性
法
親
王

か
ら
仁
和
御
流
の
伝
授
を
受
け
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る

（
二
〇
一
〇
～
二
〇
一
一
頁
）。

　

同　

二
〇
八
〇
（
流
派
）

　
　
　
　

釈
教
の
こ
こ
ろ
を
よ
ま
せ
給
ひ
け
る�

後
宇
多
院
御
歌

　
　

�

心
ざ
し
ふ
か
く
く
み
て
し
ひ
ろ
沢
の
な
が
れ
は
す
ゑ
も
た
え
じ
と

ぞ
思
ふ

　

新
続
古
今　

八
六
二
（
伝
法
）

　
　
　
　

�

元
亨
二
年
四
月
亀
山
殿
に
て
、
人
人
題
を
さ
ぐ
り
て
五
十
首

歌
つ
か
う
ま
つ
り
け
る
に
、
釈
教�

権
僧
正
道
我

　
　

�

ひ
ろ
沢
の
代
代
の
な
が
れ
を
い
か
に
し
て
せ
ば
き
袖
に
も
う
け
始

め
け
ん

　
　

＊�

『
密
教
大
辞
典
』
二
三
四
五
頁
に
拠
る
と
、
道
我
は
小
野
系
の

勧
修
寺
流
と
随
心
院
流
を
学
ん
だ
他
、
広
沢
流
に
つ
い
て
も
受

法
し
た
と
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、「
後
宇
多
法
皇
の
勅
願
に

て
大
覚
寺
内
に
聖
無
動
院
を
創
剏
し
、東
山
清
閑
寺
を
再
興
す
」

と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、同
大
辞
典
の
「
密
教
法
流
系
譜
」

で
は
、
広
沢
系
の
忍
辱
山
流
に
そ
の
名
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

（
二
四
頁
）。

こ
れ
ら
の
用
例
を
見
る
と
、
小
野
流
の
道
順
、
広
沢
流
の
禅
助
、
道
意
、

法
守
、
道
我
な
ど
と
い
っ
た
、
後
述
す
る
後
宇
多
院
と
関
わ
り
の
深
い

僧
侶
の
歌
が
、
院
御
製
と
と
も
に
目
立
っ
て
い
る
と
分
か
る
が
、
そ
こ

に
は
、
野
沢
両
流
の
統
一
を
目
指
し
て
果
た
せ
ず
、
た
め
に
大
覚
寺
御

流
を
独
自
に
立
て
る
こ
と
と
な
っ
た
院
の
事
情
―
院
の
法
流
を
も
っ
て

野
沢
両
流
の
正
統
と
せ
ん
と
す
る
―
が
反
映
せ
ら
れ
て
い
る
と
も
考
え



一
〇

ら
れ
る
の
で
あ
る
（
9
）。

⑶
高
野
山
、
大
師
信
仰
を
詠
ん
だ
歌
及
び
、
弘
法
大
師
詠

　

こ
れ
ら
に
該
当
す
る
歌
は
合
計
で
十
四
首
と
な
る
が
、
そ
の
中
で
も

特
に
目
立
つ
も
の
は
、
弘
法
大
師
と
の
「
龍
華
三
会
」
を
願
う
歌
八
首

で
あ
る
。
そ
の
「
龍
華
三
会
」
と
は
『
密
教
大
辞
典
』
に

　
　

�

龍
華
三
庭
・
慈
尊
三
会
と
も
云
ふ
。
釈
尊
の
次
に
成
道
す
べ
き
弥

勒
菩
薩
が
、
未
来
に
於
て
人
寿
八
万
四
千
歳
の
時
閻
浮
堤
に
下
生

し
、
龍
華
樹
下
に
成
道
し
て
、
説
法
教
化
す
る
三
大
会
座
な
り
。

　
　

�（
中
略
）
真
言
宗
に
は
承
和
元
年
の
遺
告
に
基
き
て
、
弘
法
大
師

高
野
山
に
入
定
し
て
龍
華
三
会
の
暁
を
待
ち
、
再
び
我
国
に
降
誕

し
給
ふ
と
称
す�

（
二
二
四
一
頁
）

と
記
さ
れ
る
ご
と
き
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
見
え
る
弘
法
大
師
の
「
御

遺
告
」
に
は

　
　

�

…
心
あ
る
者
は
必
ず
吾
が
名
号
を
聞
て
恩
徳
の
由
を
知
れ
。
是
れ

我
が
白
屍
の
上
に
更
に
人
の
労
を
欲
す
る
に
非
ず
。
密
教
の
寿
命

を
護
り
継
い
で
龍
華
の
三
庭
に
開
か
し
む
べ
き
謀
な
り
。
我
が
閉

眼
の
後
に
は
必
ず
方
に
兜
率
陀
天
に
往
生
し
て
、
弥
勒
慈
尊
の
御

前
に
侍
す
べ
し
。
五
十
六
億
余
の
後
に
は
必
ず
慈
尊
と
御
共
に
下

生
し
低
候
し
て
吾
が
先
跡
を
問
ふ
べ
し�

�

（「
真
言
宗
聖
典
」
一
四
頁
）

と
記
さ
れ
て
い
る
。
今
そ
の
例
と
し
て
、
千
載
集
の
寂
蓮
詠
と
続
古
今

集
の
法
印
良
覚
の
詠
と
を
挙
げ
る
。

　
　
　
　

高
野
に
ま
い
り
て
よ
み
侍
け
る�

寂
蓮
法
師

　
　

暁
を
た
か
の
の
山
に
ま
つ
ほ
ど
や
こ
け
の
し
た
に
も
あ
り
明
の
月

�

（
一
二
三
六
）

　
　
　
　

三
会
暁
を
お
も
ひ
て
よ
み
侍
り
け
る�

法
印
良
覚

　
　

�

か
く
し
つ
つ
な
が
き
ね
ぶ
り
の
さ
め
や
せ
ん
ま
つ
あ
か
つ
き
は
は

る
か
な
れ
ど
も
（
七
八
五
）

右
に
挙
げ
た
う
ち
、
傍
線
を
附
し
た
箇
所
が
、
残
り
の
六
首
に
も
ほ
ぼ

共
通
し
て
見
え
る
（
10
）
こ
と
か
ら
、
そ
の
主
意
は
「
五
十
六
億
年
後
の

大
師
の
降
誕
す
る
暁
を
、
高
野
山
で
待
ち
続
け
る
」
と
い
う
も
の
に
な

る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
弘
法
大
師
詠
と
せ
ら
れ
る
二
首
（
11
）
の
う
ち
、
続
千
載
集
の

　
　
　
　

真
如
法
親
王
お
と
づ
れ
て
侍
り
け
る
返
事
に�

弘
法
大
師

　
　

�

か
く
ば
か
り
達
磨
を
し
れ
る
君
な
れ
ば
陀
多
謁
多
ま
で
ぞ
い
た
る

な
り
け
り
マ
マ
（
九
二
八
）

は
、
四
句
の
「
陀だ
た
え
つ
た

多
謁
多
」
を
ど
う
解
す
べ
き
か
が
問
題
と
な
る
。
こ

の
箇
所
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
が
底
本
と
し
た
吉
田
兼
右
筆
本
の
他
、

佛
教
大
学
所
蔵
の
写
本
で
も
同
様
の
表
記
と
な
っ
て
い
る
（
12
）
が
、
こ

の
ま
ま
で
は
意
を
解
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、「
梵
語
の
音
写
」

と
い
う
可
能
性
を
考
え
て
み
る
と
、「
謁
」
を
「
掲
」
の
誤
写
と
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
一
応
類
似
の
表
記
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
る
。
そ
れ

は
す
な
わ
ち『
大
日
経
疏
』巻
一
に
見
え
る「
怛た
だ
ぎ
や
た

他
掲
多
」（
梵
語「
タ
タ
ー

ガ
タ
」）で
、そ
の
意
味
は「
如
来
」と
な
る
。
そ
し
て『
密
教
大
辞
典
』「
真

如
」
の
項
（
一
二
九
七
～
一
二
九
八
頁
）
に
拠
る
と
親
王
は
大
師
か
ら

金
胎
両
部
の
伝
法
灌
頂
を
受
け
て
も
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
点



一
一

を
踏
ま
え
て
「
た
だ
ぎ
ゃ
た
」
を
用
い
た
解
釈
を
試
み
る
と

○�
こ
れ
ほ
ど
ま
で
の
悟
り
の
境
地
に
至
っ
て
い
る
親
王
で
あ
ら
れ
る
か

ら
、
文
字
通
り
「
如
た
だ
ぎ
や
た

来
」
―
直
訳
す
れ
ば
「
こ
の
よ
う
に
し
て
来
た
」

と
な
る
―
の
位
に
ま
で
到
達
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
な
あ
（
13
）

な
ど
と
い
っ
た
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
　

四�

、
特
徴
的
な
用
例
に
つ
い
て　

―
転
換
点
と
し
て
の
後
宇
多
院

の
存
在
―

　

さ
き
に
挙
げ
た
歌
数
の
一
覧
か
ら
、
続
千
載
集
に
お
け
る
東
密
関
連

詠
の
比
率
が
他
の
集
に
比
し
て
際
立
っ
た
高
さ
を
示
し
て
い
る
と
知
ら

れ
る
が
、
こ
れ
に
は
下
命
者
た
る
後
宇
多
院
の
存
在
が
大
き
く
影
響
し

て
い
る
と
み
な
し
得
る
。
そ
れ
は
、
た
と
え
ば
『
密
教
大
辞
典
』「
後

宇
多
法
皇
」
の
項
（
五
二
二
～
五
二
三
頁
）
か
ら
私
に
ま
と
め
る
と

　
　

�

後
宇
多
院
は
在
俗
の
段
階
か
ら
禅
助
や
叡
尊
に
受
戒
し
、
東
寺
長

者
の
道
宝
か
ら
金
胎
両
部
の
大
法
を
学
ぶ
な
ど
、
東
密
と
の
つ
な

が
り
は
深
か
っ
た
が
、
徳
治
二
（
一
三
〇
七
）
年
―
新
後
撰
集
奏

覧
の
四
年
後
―
に
禅
助
の
許
で
出
家
し
て
か
ら
は
、
翌
年
に
野
沢

両
流
の
伝
法
灌
頂
を
受
け
、
さ
ら
に
は
禅
助
を
し
て
花
園
院
に
益

信
へ
の
「
本
覚
大
師
」
号
を
追
贈
さ
せ
る
な
ど
、
真
言
宗
の
一
阿

闍
梨
と
し
て
の
立
場
を
前
面
に
出
す
よ
う
に
な
る
。

と
い
う
事
情
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
、
真
言
阿
闍
梨
た
る
院
が
、（
そ
の

出
家
の
十
一
年
後
〔
元
応
二
年
〕
の
完
成
と
な
る
）
続
千
載
集
の
釈
教

部
の
あ
り
よ
う
に
大
き
く
関
わ
っ
た
と
い
う
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
た

め
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
院
の
東
密
重
視
が
如
実
に
顕
れ
て
い

る
例
と
し
て
、
続
千
載
集
巻
頭
の
院
御
製
三
首
の
流
れ
と
、
同
集
の
高

野
山
を
詠
ん
だ
三
首
に
つ
い
て
見
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る
。

　

四
―
一
、
巻
頭
の
院
御
製
三
首
（
九
二
五
～
九
二
七
）

　
　
　
　

�

菩
提
心
論
、
日
日
漸
加
至
十
五
日
円
満
無
碍
の
心
を
よ
ま
せ

給
う
け
る�

法
皇
御
製

　
　

�

日
に
そ
へ
て
影
は
か
は
れ
ど
大
空
の
月
は
ひ
と
つ
ぞ
す
み
ま
さ
り

け
る

　
　
　
　

三
摩
地
現
前

　
　

�

月
の
た
め
な
に
を
い
と
は
ん
雲
霧
も
さ
は
ら
ぬ
影
は
い
つ
も
さ
や

け
し

　
　
　
　

十
住
心
論
の
開
内
庫
授
宝

　
　

�

さ
と
り
い
る
十
の
心
の
ひ
ら
け
て
ぞ
お
も
ひ
の
ま
ま
に
よ
は
す
く

ひ
け
る

　

こ
れ
ら
三
首
の
う
ち
は
じ
め
の
二
首
は
、
そ
の
詞
書
か
ら
、
真
言
行

者
の
み
が
解
し
得
る
内
容
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
知
ら
れ
る
。
す
な

わ
ち
、い
ず
れ
の
詞
書
も
『
菩
提
心
論
』「
三
摩
地
」
か
ら
の
引
用
で
あ
っ

て
、
今
そ
の
本
文
を
「
真
言
宗
聖
典
」
に
、
訳
文
を
生
井
氏
の
『
密
教
・

自
心
の
探
求
』
に
拠
っ
て
示
す
と
、
前
者
は

　
　

�
凡
そ
月
の
其
一
分
の
明
相
、
若
し
合
宿
の
際
に
当
ん
ぬ
れ
ば
、
但

し
日
光
の
為
に
其
明
性
を
奪
は
る
。
所
以
に
現
ぜ
ず
。
後
起
つ
月

の
初
め
よ
り
日
日
に
漸
く
加
し
て
、
十
五
日
に
至
つ
て
円
満
無

碍
な
り
。
所
以
に
観
行
者
初
に
阿
字
を
以
て
本
心
の
中
の
分
の



一
二

明
を
発
起
し
て
、
只
漸
く
潔
白
分
明
な
ら
し
め
て
無
生
智
を
証
す                  

�

（
七
九
～
八
〇
頁
）

　
　
　
　
　
　

↓
（
訳
文
）

　
　

�

月
の
初
め
の
一
分
の
明
る
さ
は
、
晦
日
の
太
陽
と
の
合
に
際
し
て

太
陽
の
光
で
そ
の
明
る
さ
が
か
す
ん
で
し
ま
い
、
顕
わ
れ
る
こ
と

は
な
い
。
し
か
し
、
朔
日
か
ら
以
降
、
日
ご
と
に
だ
ん
だ
ん
と
明

る
さ
を
増
し
、
十
五
日
の
満
月
に
至
っ
て
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
な
い

円
明
の
明
月
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
観
行
を
な
そ
う
と
す
る
も

の
は
、
ま
ず
最
初
に
阿
字
の
光
を
も
っ
て
本
源
の
心
を
明
ら
か
に

照
ら
し
、
順
次
明
確
潔
白
に
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
存
在
の
不
生
と
い

う
智
を
さ
と
る
の
で
あ
る�
（
一
五
三
～
一
五
四
頁
）

の
ご
と
き
も
の
と
な
り
、
後
者
は

　
　

�

…
三
摩
地
と
い
ふ
は
、
真
言
行
人
是
の
如
く
観
じ
已
つ
て
、
云
何

が
能
く
無
上
菩
提
を
証
す
る
。
当
に
知
る
べ
し
。
法
爾
に
普
賢
大

菩
提
心
に
住
す
べ
し
。
一
切
衆
生
は
本
有
の
薩
埵
な
れ
ど
も
、
貪

瞋
癡
の
煩
悩
の
為
に
縛
せ
ら
る
る
が
故
に
、
諸
仏
の
大
悲
善
巧
智

を
以
て
、
此
甚
深
秘
密
瑜
伽
を
説
い
て
、
修
行
者
を
し
て
内
心
の

中
に
於
て
、
日
月
輪
を
観
ぜ
し
む
。
此
観
を
作
す
に
由
つ
て
本
心

を
照
見
す
る
に
、
湛
然
と
し
て
清
浄
な
る
こ
と
猶
し
満
月
の
光
の

虚
空
に
遍
じ
て
分
別
す
る
所
無
き
が
如
し
。（
中
略
）
能
く
種
々

無
量
の
珍
宝
三
摩
地
を
含
ず
る
こ
と
、
猶
し
満
月
の
潔
白
分
明
な

る
が
如
し�

（
七
八
頁
）

　
　
　
　
　
　

↓
（
訳
文
）

　
　

�

…
三
摩
地
の
菩
提
心
と
は
ど
う
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
真
言
門

の
行
者
が
こ
の
よ
う
に
観
じ
終
わ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
無
上
の
菩

提
を
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
あ
る
が

ま
ま
に
普
賢
の
大
菩
提
心
の
境
界
に
住
す
る
こ
と
で
あ
る
、
と
知

る
べ
き
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
生
類
た
ち
は
本
来
的
に
さ
と
り
と
い

う
本
質
を
持
つ
も
の
で
あ
る
が
、
貪
り
・
瞋い
か

り
・
痴お
ろ

か
さ
な
ど
と

い
う
根
本
的
な
煩
悩
に
縛
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
諸
仏
は
大
悲
に

よ
り
、
巧
み
な
手
だ
て
を
も
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
奥
深
い
秘
密
の

瑜
伽
の
教
え
を
説
か
れ
、
修
行
者
に
彼
自
ら
の
内
心
の
な
か
に
日

輪
・
月
輪
を
観
じ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
想
を
も
っ

て
自
ら
の
本
来
の
心
を
照
ら
し
見
れ
ば
、
湛
然
と
し
て
寂
静
な
る

こ
と
、
あ
た
か
も
満
月
の
光
が
虚
空
界
に
遍
満
し
て
、
な
ん
ら
分

別
な
き
が
ご
と
き
で
あ
る
。（
中
略
）
よ
く
様
々
な
限
り
な
い
珍

し
い
宝
の
よ
う
な
三
摩
地
を
う
ち
に
含
み
な
が
ら
も
、
な
お
満
月

の
潔
白
に
し
て
極
め
て
明
か
な
ご
と
く
で
あ
る

�

（
一
四
四
～
一
四
七
頁
）

と
い
う
も
の
と
な
る
。
そ
し
て
こ
の
く
だ
り
は
い
ず
れ
も
「
普
通
不
読

と
し
て
未
灌
頂
の
人
は
読
ま
ざ
る
こ
と
」（『
真
言
宗
聖
典
』
七
八
頁
）

の
よ
う
に
、
事
相
と
み
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
九
二
五

は
、『
菩
提
心
論
』
に
見
え
る
「
阿
字
」「
無
性
智
」
が
、
生
井
氏
の
訳

文
に
「
あ
ら
ゆ
る
存
在
の
不
生
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「（
阿
字
）
本
不

性
」、
す
な
わ
ち
『
密
教
大
辞
典
』「
本
不
性
」
の
項
に

　
　

�

現
実
の
森
羅
万
象
は
悉
く
皆
因
縁
よ
り
生
ず
。
因
縁
よ
り
生
ず
る



一
三

も
の
は
皆
始
あ
り
本
あ
り
。
そ
の
初
め
た
り
本
た
る
能
生
の
因
縁

も
亦
種
々
の
因
縁
よ
り
生
ず
。
か
く
し
て
次
第
に
そ
の
能
生
の
因

縁
を
推
求
す
る
に
、
遂
に
そ
の
第
一
次
根
本
的
の
因
縁
を
得
ず
。

茲
に
於
て
諸
法
は
今
始
め
て
生
ず
る
に
似
た
れ
ど
も
、
実
に
生
ず

る
に
非
ず
。
今
始
め
て
滅
す
る
に
似
た
れ
ど
も
、
実
に
滅
す
る
に

非
ず
。

　
　

�

又
往
昔
生
ぜ
し
に
も
非
ず
、
未
来
に
滅
す
可
き
に
も
非
ず
、
畢
竟

本
来
常
住
に
し
て
遷
変
す
る
こ
と
な
く
動
転
す
る
こ
と
な
し
と
知

る
。
こ
れ
を
本
不
性
の
実
義
と
云
ふ�

（
二
〇
七
二
頁
）

指
す
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
ゆ
え
に
、「
根
源
的
な
も
の
は
生
起
し
な
い
」

旨
を
詠
も
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
も
知
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ

か
ら
歌
意
は

○�

（
太
陽
の
影
響
で
）
日
ご
と
に
姿
は
変
わ
る
よ
う
に
見
え
て
も
、
大

空
の
月
は
実
際
に
は
変
わ
ら
ぬ
姿
で
ま
す
ま
す
澄
ん
だ
光
を
放
っ
て

い
る
の
で
あ
る
な
あ

な
ど
と
い
っ
た
も
の
と
な
る
。
ま
た
九
二
六
は
、や
は
り
『
菩
提
心
論
』

に
見
え
る
「
普
賢
大
菩
提
心
」
が
『
密
教
大
辞
典
』
に
「
衆
生
本
有
の

浄
菩
提
心
を
云
ふ
」（
一
九
一
五
頁
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
行
者
が
悟

り
（
＝
如
実
知
自
心
）
の
境
地
に
住
す
る
さ
ま
」
を
旨
と
し
て
い
る
と

知
ら
れ
、
そ
れ
ゆ
え
に
歌
意
と
し
て
は

○�

我
が
本
心
は
明
る
く
照
ら
す
満
月
の
よ
う
に
清
浄
で
あ
る
こ
と
だ
。

か
よ
う
な
悟
り
を
得
る
た
め
な
ら
ど
う
し
て
修
行
を
怠
る
こ
と
が
あ

ろ
う
か

の
ご
と
き
も
の
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
九
四
七
で

あ
る
が
、
詞
書
に
出
て
く
る
「
十
住
心
」
と
は
、
高
神
覚
昇
氏
の
『
密

教
概
論
』（
大
法
輪
閣
）
に

　
　

�

菩
提
心
の
顕
現
の
過
程
、
別
言
す
れ
ば
宗
教
的
意
識
の
発
達
過
程

を
ば
、
十
種
の
形
式
に
分
類
し
た
も
の�

（
四
三
頁
）

と
説
明
せ
ら
れ
る
ご
と
き
弘
法
大
師
の
教
相
判
釈
で
あ
っ
て
、
具
体
的

に
は

　
　

第
一　

異
生
羝
羊
心
（
一
向
行
悪
行
）

　
　

第
二　

愚
童
持
斎
心
（
人
乗
）

　
　

第
三　

嬰
童
無
畏
心
（
天
乗
）

　
　

第
四　

唯
蘊
無
我
心
（
声
聞
）

　
　

第
五　

抜
業
因
種
心
（
縁
覚
）

　
　

第
六　

他
縁
大
乗
心
（
法
相
宗
）

　
　

第
七　

覚
心
不
生
心
（
三
論
宗
）

　
　

第
八　

一
道
無
為
心
（
天
台
宗
）

　
　

第
九　

極
無
自
性
心
（
華
厳
宗
）

　
　

第
十　

秘
密
荘
厳
心
（
密
教
）

　
　

＊
『
密
教
大
辞
典
』
八
六
六
頁
に
拠
っ
た
。

と
い
う
も
の
と
な
る
。
ま
た
、こ
れ
に
関
す
る
大
師
の
著
書
と
し
て
は
、

『
十
住
心
論
』
と
そ
の
略
本
た
る
『
秘
蔵
宝
鑰
』
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
院
御
製
の
詞
書
に
見
え
る
「
開
内
庫
授
宝
」
は
、
お
そ
ら
く

は
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の

　
　

�

…
九
種
の
心
薬
（
＝
顕
教
）
は
外
塵
を
払
つ
て
迷
を
遮
し
、
金
剛



一
四

の
一
宮
（
＝
真
言
密
教
）
は
内
庫
を
排
い
て
宝
を
授
く

�

（「
真
言
宗
聖
典
」
八
四
頁
）

　
　

�
第
十
秘
密
荘
厳
心
（
＝
真
言
密
教
）　

顕
薬
は
塵
を
払
ひ
、
真
言

は
庫
を
開
く
、
秘
宝
忽
に
陳
じ
て
万
徳
即
ち
証
す�

�

（
同　

八
六
頁
）

な
ど
と
い
う
記
述
に
拠
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
右
の
『
秘
蔵

宝
鑰
』
の
記
述
が
い
ず
れ
も
、「
顕
教
に
対
す
る
密
教
の
優
位
性
」
を

述
べ
た
く
だ
り
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
歌
意
は

○�

弘
法
大
師
の
「
第
十
住
心
」
に
達
し
て
初
め
て
、
自
在
に
衆
生
を
救

済
で
き
る
こ
と
で
あ
る
な
あ

の
よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
こ
れ
ら
三
首
の
流
れ
を
ま
と
め
る
と

○�

月
輪
観
に
よ
っ
て
、
真
言
行
者
以
外
に
知
り
得
な
い
悟
り
の
世
界
が

現
前
し
た
（
九
二
五
、九
二
六
）　

結
果
と
し
て
、
弘
法
大
師
の
い
う

と
こ
ろ
の
「
第
十
住
心
」
―
顕
教
で
は
得
ら
れ
な
い
境
地
―
に
達
す

る
こ
と
が
で
き
る
（
九
二
七
）。

と
い
う
も
の
と
な
り
、
そ
の
こ
と
か
ら
続
千
載
集
で
は
、
釈
教
部
の
冒

頭
で
、
集
の
下
命
者
た
る
院
が
自
ら
、
顕
教
に
対
す
る
真
言
密
教
―
台

密
を
含
ま
な
い
（
14
）
―
の
優
位
を
宣
言
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
で
き

る
の
で
あ
る
。

　

四
―
二
、
高
野
山
を
詠
ん
だ
三
首
（
一
〇
一
五
～
一
〇
一
七
）

�

僧
正
覚
円

　
　

�

き
え
ぬ
べ
き
法
の
と
も
し
火
み
る
度
に
か
か
ぐ
る
人
の
な
き
ぞ
か

な
し
き

　
　
　
　

弘
安
元
年
百
首
歌
奉
り
け
る
時

�

入
道
二
品
親
王
性
助
（
仁
和
寺
十
一
世
）

　
　

�

き
え
ぬ
べ
き
法
の
と
も
し
火
か
か
げ
て
も
た
か
の
の
山
の
あ
く
る

を
ぞ
ま
つ

　
　
　
　

�

正
和
二
年
、
法
皇
高
野
山
に
御
幸
侍
り
し
時
、
代
代
の
跡
に

こ
え
て
山
の
ほ
ど

　
　
　
　

御
輿
に
も
め
さ
れ
ざ
り
け
れ
ば
、
お
も
ひ
つ
づ
け
侍
り
け
る

�

僧
正
道
順

　
　

�

た
か
の
山
御
ゆ
き
の
跡
は
お
ほ
け
れ
ど
ま
こ
と
の
道
は
い
ま
ぞ
み

え
け
る

　

こ
の
三
首
は
、
直
接
の
つ
な
が
り
は
な
い
も
の
の
、
時
系
列
順
に
配

列
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
一
〇
一
五
で
あ
る
が
、
作
者
の
覚
円
（
＝
法

性
）
に
つ
い
て
『
密
教
大
辞
典
』
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　

�

仁
治
三
年
秋
高
野
山
大
伝
法
院
方
と
金
剛
峯
寺
方
と
の
争
闘
に
連

座
し
、
出
雲
国
に
配
流
せ
ら
れ
、
寛
元
三
年
十
月
二
十
一
日
謫

所
に
て
寂
す
。（
中
略
）
師
常
に
同
法
道
範
等
に
語
つ
て
曰
く
、

「
二
十
一
日
は
高
祖
入
定
の
日
な
り
、
我
れ
必
ず
其
日
を
以
て
逝

化
せ
ん
」
と
、
果
し
て
そ
の
言
の
如
し
。
伝
へ
い
ふ
法
性
の
足
下

に
空
海
の
字
紋
あ
り
、
門
弟
以
て
弘
法
大
師
の
分
身
と
な
し
、
そ

の
肖
像
を
大
師
の
真
影
と
斎
し
く
す



一
五

�

（
二
〇
一
四
頁
）

こ
こ
か
ら
歌
の
大
意
を
考
え
る
と
、

○�

（
内
紛
で
）
今
に
も
消
え
て
し
ま
い
そ
う
な
高
野
山
の
法
灯
を
見
る

ご
と
に
、
そ
の
法
灯
を
掲
げ
て
（
＝
継
承
し
て
）
く
れ
る
者
の
い
な

い
の
が
悲
し
い
こ
と
だ

の
ご
と
き
も
の
と
な
る
。
次
に
一
〇
一
六
の
表
面
的
な
大
意
は
、
下
の

句
が
「
龍
華
三
会
」
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら

○�

今
に
も
消
え
そ
う
な
法
灯
を
掲
げ
て
で
も
、
高
野
山
で
大
師
と
の
龍

華
三
会
を
待
つ
こ
と
だ

と
い
う
も
の
と
な
る
。
そ
し
て
一
〇
一
七
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
詞
書
に

あ
る
通
り
正
和
二
年
の
院
に
よ
る
高
野
山
へ
の
登
山
を
詠
ん
だ
も
の
で

あ
っ
て
、
そ
の
登
山
を
中
心
と
し
た
院
と
高
野
山
と
の
関
わ
り
に
つ
い

て
『
密
教
大
辞
典
』
の
記
述
を
見
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。

「
後
宇
多
法
皇
」
の
項
（
五
二
三
頁
）

　
　

�

法
皇
は
又
高
野
山
を
慕
は
せ
給
ふ
こ
と
深
く
、
嘉
元
三
年
九
月
御

父
亀
山
院
の
仙
骨
を
納
め
、
徳
治
二
年
七
月
皇
后
遊
義
門
院
の
分

骨
を
納
め
、
正
和
二
年
五
月
高
祖
大
師
の
御
夢
想
に
依
り
て
、
宸

翰
経
巻
を
納
め
給
ひ
し
が
、
同
年
八
月
八
日
慈
尊
院
よ
り
徒
歩
に

て
御
登
山
遊
ば
さ
れ
、
高
祖
の
廟
前
に
法
楽
を
捧
げ
給
へ
り
。
次

い
で
文
保
元
年
五
月
勧
学
院
御
祈
願
所
の
院
宣
を
下
し
、
同
十
一

月
大
塔
修
理
料
を
賜
ひ
、
又
高
祖
真
筆
の
御
遺
告
を
奉
納
し
給
へ

り　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
高
野
山
」
の
項
（
五
四
八
頁
）

　
　

�

…
後
宇
多
法
皇
は
正
和
二
年
八
月
御
登
山
、
慈
尊
院
よ
り
鳳
輦
を

捨
て
町
石
毎
に
玉
趾
を
留
め
て
念
誦
し
給
ひ
、
当
山
を
以
て
金
胎

両
部
の
曼
荼
羅
会
場
と
観
じ
、
一
度
此
峯
に
歩
を
運
ぶ
者
は
即
ち

曼
荼
羅
会
の
聖
衆
と
な
る
べ
し
と
宣
へ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
大
意
を
考
え
る
と

○�

高
野
山
へ
の
御
幸
は
あ
ま
た
あ
っ
た
が
、
真
言
密
教
の
正
道
は
（
院

の
御
登
山
に
よ
っ
て
）
ま
さ
に
今
見
え
た
こ
と
で
あ
る
な
あ

な
ど
と
な
る
が
、
高
野
登
山
を
右
の
引
用
の
傍
線
箇
所
か
ら
「
院
に
よ

る
法
灯
の
護
持
」
と
み
な
す
の
で
あ
れ
ば
、
三
首
の
流
れ
は

○�

途
絶
し
そ
う
な
法
灯
の
現
状
を
歎
く
歌
（
一
〇
一
五
）
か
ら
、
法

灯
を
継
承
し
、
守
ら
ん
と
す
る
決
意
を
示
す
歌
（
一
〇
一
六
）
へ

続
き
、
つ
い
に
は
院
に
よ
る
高
野
山
の
法
灯
の
護
持
を
讃
え
る
歌

（
一
〇
一
七
）
へ
と
至
る
。

と
い
う
も
の
と
な
り
、
そ
こ
か
ら
、
院
自
ら
（
徒
歩
で
登
る
と
い
う
こ

と
で
）
示
し
た
「
高
野
山
重
視
」
の
姿
勢
が
、
こ
の
集
で
は
特
に
強
調

せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　

五
、
お
わ
り
に

　

以
上
、
勅
撰
集
釈
教
部
の
用
例
に
基
づ
い
て
東
密
系
釈
教
歌
の
実
際

に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
今
後
の
検
討
す
べ
き
課
題
三
点
に

つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

　

一
つ
目
の
課
題
は
、
高
野
山
及
び
弘
法
大
師
信
仰
を
扱
っ
た
例
に
関



一
六

す
る
も
の
と
な
る
。
今
回
は
釈
教
歌
に
限
定
し
て
採
り
上
げ
た
が
、
こ

の
題
材
は
、
た
と
え
ば
続
後
撰
集
巻
十
七
雑
中
に
お
け
る

　
　
　
　

古
寺
月
と
い
へ
る
心
を�

正
三
位
知
家

　
　

�

む
か
し
思
ふ
た
か
の
の
山
の
ふ
か
き
夜
に
あ
か
つ
き
と
ほ
く
す
め

る
月
か
げ
（
一
一
一
八
）

　
　
　
　

高
野
山
に
こ
も
り
て
よ
み
侍
り
け
る�

源
具
親
朝
臣

　
　

�

い
ま
こ
そ
は
た
か
の
の
峰
の
月
を
見
て
ふ
か
き
み
の
り
の
ほ
ど
も

し
ら
る
れ
（
一
一
一
九
）

の
ご
と
く
、
釈
教
部
以
外
で
も
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
、
宗
教

性
が
薄
れ
る
ま
で
に
定
着
し
た
過
程
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か

と
い
う
こ
と
で
、「
和
歌
と
高
野
山
と
の
関
わ
り
」
を
よ
り
広
く
見
て

ゆ
け
ば
ど
の
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
が
出
て
く
る

の
で
あ
る
。

　

二
つ
目
の
課
題
は
、
勅
撰
集
以
外
の
東
密
系
歌
集
の
実
際
の
検
討
と

い
う
も
の
に
な
る
。
今
回
対
象
と
し
た
勅
撰
集
釈
教
部
の
場
合
は
、
新

後
撰
集
や
続
千
載
集
な
ど
は
例
外
と
し
て
、
基
本
的
に
天
台
教
学
を
中

心
と
し
た
枠
組
み
の
中
で
編
纂
せ
ら
れ
て
い
る
た
め
に
、
歌
数
や
題
材

の
面
で
お
の
ず
か
ら
限
界
が
生
ず
る
。
ま
た
東
密
と
天
台
と
で
意
味
合

い
の
異
な
る
術
語
を
用
い
た
歌
に
つ
い
て
は
、
そ
の
配
列
な
ど
か
ら
、

天
台
的
に
解
せ
ら
れ
た
上
で
入
集
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
（
15
）
が
、
私
撰
集
を
例
に
取
れ
ば
、
醍
醐
寺
系
の
続
門
葉
和
歌
集
、

続
千
載
集
と
関
わ
り
の
深
い
続
現
葉
和
歌
集
、
安
祥
寺
の
僧
侶
の
撰
と

な
る
安
善
和
歌
集
な
ど
に
収
め
ら
れ
た
釈
教
歌
に
は
い
か
な
る
傾
向
が

認
め
ら
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

三
つ
目
の
課
題
は
神
祇
歌
と
の
関
わ
り
で
あ
る
。
東
密
は
、「
弘
法

大
師
が
高
野
山
開
創
の
際
に
狩
場
明
神
と
出
会
っ
た
」
と
い
う
伝
説
が

あ
る
な
ど
、
神
道
と
の
関
わ
り
の
深
い
宗
派
で
も
あ
る
（
16
）
が
、
平
安

中
期
に
一
時
無
人
と
な
っ
た
高
野
山
を
再
興
し
た
祈
親
に
、
続
古
今
集

巻
七
神
祇
部
に
収
め
ら
れ
た

　
　

�

我
あ
ら
ば
よ
も
き
え
は
て
じ
た
か
の
や
ま
た
か
き
み
の
り
の
の
り

の
と
も
し
び
（
六
九
三
）

　
　
　
　

�

此
歌
は
高
野
山
に
人
す
ま
ず
な
り
け
る
こ
ろ
、
祈
親
上
人
な

げ
き
侍
り
て

　
　
　
　

�

祈
念
し
け
る
に
、
こ
の
山
の
神
明
と
て
、
夢
に
つ
げ
給
ひ
け

る
と
な
ん

の
ご
と
き
、
高
野
四
所
明
神
を
詠
ん
だ
歌
な
ど
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
東

密
の
立
場
で
詠
ま
れ
た
神
祇
歌
も
あ
る
程
度
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か

と
も
考
え
ら
れ
、
そ
の
場
合
、
本
地
垂
迹
説
や
、
東
密
系
の
両
部
神
道

の
教
え
が
ど
れ
ほ
ど
反
映
せ
ら
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
も
な
る

の
で
あ
る
。

　

今
後
は
か
か
る
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
さ
ら
な
る
検
討
、
考
察
を
試

み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

註

（
1
）�

石
原
清
志
『
釈
教
歌
の
研
究
』
二
一
～
二
二
、七
二
七
～
七
三
五

頁
、『
山
田
昭
全
著
作
集　

第
三
巻　

釈
教
歌
の
展
開
』
九
三
～



一
七

九
五
頁
、『
岩
波
仏
教
辞
典
』「
和
歌
と
仏
教
」
の
項
を
参
照
。

（
2
）『
釈
教
歌
の
展
開
』
九
四
頁
を
参
照
。

（
3
）�
用
例
の
実
際
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
勅
撰
集
及
び
新
葉
集
釈
教
部

に
お
け
る
真
言
密
教
関
連
詠
の
一
覧
」（『
大
阪
産
業
大
学
論
集

　

人
文
・
社
会
科
学
編
』
26
号
所
収
）
に
ま
と
め
た
。

（
4
）�

禅
助
詠
以
外
で
は
、『
大
日
経
疏
』
の
「
菩
提
心
即
是
白
浄
信
心

義
也
」を
詞
書
と
す
る
新
千
載
集
の
権
僧
正
道
我
の
例（
八
二
九
）

が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
5
）�

こ
の
「
三
句
」
に
つ
い
て
『
密
教
大
辞
典
』
は
「
大
疏
（
＝
大

日
経
疏
）
及
び
弘
法
大
師
の
釈
に
よ
ら
ば
三
句
は
両
部
大
経
の

大
宗
に
し
て
、
広
く
は
顕
密
大
小
乗
一
切
の
仏
教
を
統
摂
す
る

甚
深
の
法
門
な
り
」（
七
八
一
頁
）
と
記
す
。

（
6
）�

阿
字
観
を
詠
ん
だ
例
は
続
後
拾
遺
集
の
前
僧
正
公
朝
（
寺
門
）

詠
（
一
二
九
六
）
の
み
で
あ
る
。

（
7
）�

六
五
四
の
行
尊
は
台
密
（
寺
門
）
で
あ
る
が
、
高
野
山
で
覚

鑁
の
大
伝
法
院
造
立
を
助
け
て
い
る
（
密
教
辞
典　

一
三
〇

頁
）。
ま
た
、
こ
の
歌
以
外
に
も
後
拾
遺
一
一
一
八
、
新
拾
遺

一
五
二
〇
、一
五
二
一
が
台
密
僧
に
よ
る
月
輪
観
詠
と
な
っ
て
い

る
が
、
覚
鑁
に
月
輪
観
関
連
の
著
作
が
多
数
あ
る
こ
と
や
覚
鑁

以
前
の
阿
字
観
、
月
輪
観
関
連
の
著
書
の
多
く
が
東
密
系
で
あ

る
こ
と
、『
菩
提
心
論
』
が
特
に
東
密
で
重
用
せ
ら
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
本
稿
及
び
註
3
に
挙
げ
た
用
例
一
覧
で
は
、
東

密
詠
と
同
様
に
扱
う
こ
と
と
し
た
。
な
お
、
北
尾
隆
心
『
密
教

瞑
想
の
研
究　

興
教
大
師
覚
鑁
の
阿
字
観
』
九
～
三
四
頁
、
生

井
智
紹
『
密
教
・
自
心
の
探
求　

―
『
菩
提
心
論
』
を
読
む
』

二
〇
〇
～
二
三
〇
頁
も
参
照
。  

（
8
）�

台
密
の
法
流
は
最
澄
以
来
の
「
根
本
大
師
流
」
と
、
円
仁
以
来

の
「
谷
流
」「
川
流
」、円
珍
以
来
の
「
智
証
大
師
流
（
三
井
流
）」

と
が
あ
り
、そ
こ
か
ら
「
台
密
十
三
流
」
を
形
成
し
て
い
る
（
密

教
大
辞
典
付
録
「
法
流
系
譜
」
を
参
照
）。
な
お
、
続
拾
遺
の
二

首
に
は
い
ず
れ
も
「
谷
川
」
と
あ
る
が
、「
川
流
」
は
早
く
に
衰

え
た
（『
密
教
大
辞
典
』「
川
ノ
流
」
の
項
〔
二
五
五
頁
〕）
の
で
、

「
谷
流
」
の
み
を
指
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

（
9
）�『
密
教
大
辞
典
』
の
「
大
覚
寺
御
流
」「
憲
淳
」「
道
順
」
の
項
な

ど
を
参
照
。

（
10
）�

こ
の
二
首
以
外
で
は
続
千
載
一
〇
一
六
、
新
千
載
九
三
六
、 

九
三
七
の
贈
答
、
新
続
古
今
八
三
五
、八
七
六
、
新
葉
六
一
九

と
な
る
。
な
お
こ
こ
で
挙
げ
た
「
法
印
良
覚
」
で
あ
る
が
、
徒

然
草
に
「
堀
池
の
僧
正
」
と
せ
ら
れ
る
人
物
を
指
す
と
す
る
説

（
勅
撰
作
者
部
類　

二
〇
九
頁
な
ど
）
が
存
在
す
る
も
の
の
、
同

名
の
高
野
山
検
校
が
鎌
倉
中
期
に
存
在
し
て
お
り
（
密
教
大
辞

典　

二
二
七
六
頁
）、
歌
意
を
考
え
る
と
そ
ち
ら
を
指
す
べ
き
か

と
考
え
ら
れ
る
。

（
11
）�
大
師
詠
の
う
ち
、
新
勅
撰
釈
教
部
巻
頭
の
歌
に
つ
い
て
は
、
稿

を
改
め
て
検
討
、
考
察
を
試
み
る
予
定
で
あ
る
。

（
12
）�

兼
右
筆
本
に
つ
い
て
は
笠
間
書
院
の
影
印
（
二
四
三
頁
）
を
、



一
八

佛
教
大
学
蔵
本
に
つ
い
て
は
和
泉
書
院
の
影
印
（
一
七
二
～

一
七
三
頁
）
を
参
照
。
な
お
、
塚
田
晃
信
「
弘
法
大
師
和
歌
考
」

（『
東
洋
学
研
究
』
７　

所
収
）
に
拠
る
と
、『
大
師
御
行
状
集
記
』

所
収
の
本
文
が
「
か
く
ば
か
り
た
ら
ま
を
し
れ
る
き
み
な
れ
ば

た
た
ぎ
ゃ
た
ま
で
に
な
り
の
ぼ
り
け
り
」
と
な
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
（
一
五
〇
頁
）。

（
13
）�『
岩
波
仏
教
辞
典
』「
ダ
ル
マ
」
の
項
に
「
本
来
的
・
理
想
的
な

生
き
方
」と
あ
る
こ
と
と
、密
教
の
根
本
的
な
教
え
に
、『
大
日
経
』

「
三
句
の
法
文
」
の
「
因
菩
提
心
」
が
あ
る
と
い
う
こ
と
と
か
ら
、

「
達
磨
」
を
「
悟
り
の
境
地
」
と
訳
し
た
。          

（
14
）�

台
密
は
「
円
密
一
致
」、
す
な
わ
ち
法
華
経
と
密
教
と
を
同
一
の

も
の
と
す
る
立
場
を
取
る
。
な
お
『
密
教
大
辞
典
』「
円
密
」
の

項
（
一
七
一
頁
）
も
参
照
。

（
15
）�

勅
撰
集
釈
教
部
の
用
例
で
い
え
ば
、
新
古
今
集
巻
末
の
西
行
詠

の
詞
書
に
見
え
る
「
観
心
」
や
、
註
11
に
言
及
し
た
新
勅
撰
集

巻
頭
の
弘
法
大
師
詠
の
初
句
「
法
性
」
な
ど
は
、
天
台
と
東
密

と
で
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
ま
っ
た
く
異
な
る
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

（
16
）『
密
教
大
辞
典
』
の
「
四
所
明
神
」
の
項
（
九
五
一
頁
）
を
参
照
。

（
付
記
）

　

本
稿
は
、
平
成
二
十
六
年
十
二
月
六
日
に
相
愛
大
学
で
開
催
せ
ら
れ

た
和
歌
文
学
会
関
西
例
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
「
真
言
密
教
と
釈
教

歌　

―
勅
撰
集
釈
教
部
の
用
例
の
検
討
か
ら
―
」
の
配
布
資
料
に
加
筆

修
正
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。


